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（仮称）旧上瀬⾕通信施設
公園整備事業

1

横浜市

令和４年７⽉28⽇

修正届出書添付資料の概要

1

本⽇の説明内容

１.対象事業実施区域の変更
２.新事業計画の概要
３.⽅法市⻑意⾒の内容及び事業者の⾒解
４.新事業計画における環境影響要因の抽出

及び環境影響評価項⽬の選定
５.新事業計画における環境影響項⽬に係る

調査、予測及び評価の⼿法の選択
６.⽅法書対象地域
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１ 対象事業実施区域の変更

3

はじめに

⼟地区画整理事業において、地権者の皆様との調整を進め、
計画を深度化し、国有地の換地先を整理した結果、
・相沢川や、和泉川源頭部など⾃然環境の⼀層の保全・創出
・レクリエーション等のニーズに対応した施設の充実
・国際園芸博覧会のレガシーの確実な継承

などの理由から、「⾃然と共⽣しながら、賑わいを創出す
る公園区域」として、公園区域を北側に約20ha拡張し、合計
約65haの広域公園とすることとしました。

修正届添付資料 はじめに

4

区画整理事業の⼟地利⽤計画変更に伴う、
公園事業計画の変更
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公園区域の拡張について

5

公園区域の拡張 約45haから約65haへ

⾃然と共⽣しながら
賑わいを創出する公
園区域

拡張区域

２ 新事業計画の概要
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新事業計画の概要

事業者の⽒名及び住所

名称 横浜市
代表者の⽒名 横浜市⻑ ⼭中 ⽵春
主たる事務所の所在地

横浜市中区本町６丁⽬50番地の10
対象事業の名称

（仮称）旧上瀬⾕通信施設公園整備事業
対象事業の種類、規模

運動施設、レクリエーション施設等の建設
（都市公園の新設）

（第１分類事業）
敷地⾯積 約64.5ha(約19.3ha増)
形質変更区域⾯積 約64.5 ha

（約19.3ha増）
対象事業実施区域

横浜市瀬⾕区瀬⾕町、旭区上川井町

瀬⾕区

旭区

公園整備事業
（対象事業実施区域）

⼤和市

町⽥市
緑区
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修正届添付資料p.1-3,1-5

対象事業の内容 変更前の⼟地利⽤構成

＜凡例＞
対象事業実施区域
⼟地区画整理事業実施区域
都県界
市界
区界

農業振興地区
観光・賑わい地区
物流地区
公益的施設⽤地(公園・防災等⽤地)
交通施設⽤地
道路
調整池（地上式）
公益的施設内調整池（地下式）
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修正届添付資料p.1-10
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対象事業の内容 変更後の⼟地利⽤構成

公園区域
（合計64.5ha）

修正届添付資料p.1-11

⾃然と共⽣しながら賑わいを創出
する公園区域
（拡⼤区域 約19.3ha）
（公⺠連携⼿法を積極的に導⼊）

10

対象事業の内容

新事業計画における地区構成

修正届添付資料p.1-17
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対象事業の内容 新事業計画における主な施設 修正届添付資料p.1-19
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対象事業の内容

新事業計画における公園基本計画図（案）

修正届添付資料p.1-20
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対象事業の内容

新事業計画での環境配慮事項イメージ図
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修正届添付資料p.1-22

対象事業の内容

新事業計画での和泉川源頭部の調整池
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修正届添付資料p.1-24
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対象事業の内容 動線計画

⾞両・歩⾏者動線計画

＜凡例＞
対象事業実施区域
⼟地区画整理事業実施区域
都県界
市界
区界
整備計画中の道路
来園⾞両等の⾛⾏ルート
歩⾏者動線
主な歩⾏者・⼀般⾞両出⼊⼝
主な歩⾏者出⼊⼝
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修正届添付資料p.1-30

16

対象事業の内容 動線計画

新事業計画における動線計画
修正届添付資料p.1-28
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今後のスケジュール
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修正届添付資料p.1-32

施⼯計画

事業期間

・国際園芸博覧会開催前に⾏う⼀次整備
公園施設として残存する主要な園路、インフラ設備等の基盤整備、
植栽地等

・国際園芸博覧会開催後に⾏う⼆次整備
駐⾞場やスポーツ施設等公園の必要施設

着⼯準備期間

⼯事概要等

18

修正届添付資料p.1-34

⼯種 主な⼯事内容
基盤整備⼯ 敷地造成など
植栽⼯ 植栽基盤、植栽など
設備⼯ 給⽔設備、⾬⽔排⽔設備、汚⽔排⽔設備、電気設備など
施設整備⼯ 園路広場整備、管理施設整備、修景施設整備、遊戯施設

整備、スポーツ施設整備など

〇本事業で⾏う⼯事
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施⼯計画

19

事業期間

令和元年度から
令和3年度まで

着⼯準備期間

※１

⼯程表（予定）

※２

⼯事種別
令和

元年度〜8年度 9年度 10年度〜25年度
着⼯準備期間
準備⼯
⼀
次
整
備
⼯
事

基盤整備⼯

植栽⼯

設備⼯

施設整備⼯
⼆
次
整
備
⼯
事

基盤整備⼯

植栽⼯

設備⼯

施設整備⼯

公
園
全
⾯
供
⽤
開
始
予
定

国
際
園
芸
博
覧
会
開
催
予
定

修正届添付資料p.1-36

対象事業の内容 動線計画

⼯事⽤⾞両動線

20

⼯事⽤⾞両の⾛⾏ルート
（⼀次整備⼯事）

⼯事⽤⾞両の⾛⾏ルート
（⼆次整備⼯事）

修正届添付資料p.1-38、1-40
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３ ⽅法市⻑意⾒の内容
及び事業者の⾒解

21

⽅法市⻑意⾒の内容及び事業者の⾒解

事業計画（１）
意⾒の内容 事業者の⾒解

(1) 予測の前提条件となる施設
の位置や規模、公園利⽤者
の園内動線を明確にし、よ
り詳細に準備書に記載して
ください。

導⼊施設、園路、駐⾞場等の位置及び公
園利⽤者の園内動線を本資料に記載しま
した。施設規模の詳細は、準備書で⽰し
ます。

22

修正届添付資料p.2-2
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⽅法市⻑意⾒の内容及び事業者の⾒解

事業計画（２）
意⾒の内容 事業者の⾒解

(2) 対象事業実施区域には、⼟
地区画整理事業によって消
失する環境の代償措置とし
て、⽣物の⽣息環境が創出
されます。それらを含む対
象事業実施区域内の⽣態系
保全と本事業で設置する施
設とが両⽴するとともに、
⽣態系の質を⾼めるような
施設配置計画や配慮を検討
し、準備書に記載してくだ
さい。

⼟地区画整理事業により保全対象種の⽣
息環境が創出されるとともに、和泉川源
頭部には、動植物の⽣息・⽣育環境の創
出に寄与する地上式調整池（調整池４）
が整備されることから、本事業において
も、相沢川の⾕⼾地形や和泉川の源頭部
の環境をいかした⽣物の⽣息⽣育環境の
保全・創出に努め、併せて既存の樹⽊や
地形、表⼟の活⽤などを考慮した施設整
備を⾏います。
このほか、運動施設やアウトドア体験施
設等は⻄地区及び北地区に配置し、瀬⾕
市⺠の森等と隣接する東地区は、それら
の樹林地との連続性に配慮した樹林地の
保全や緑地の創出を⾏います。
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修正届添付資料p.2-2

⽅法市⻑意⾒の内容及び事業者の⾒解

事業計画（３）
意⾒の内容 事業者の⾒解

(3) 対象事業実施区域内の⽣態
系保全エリアと災害時の活
⽤エリアをあらかじめ区別
するなど、災害時の機能を
⼗分に維持しつつ、⽣態系
の保全も図られるよう配慮
を検討し、準備書に記載し
てください。

⼟地区画整理事業で整備・創出される動
植物の⽣息・⽣育環境の創出に寄与する
地上式調整池（調整池４）及び保全対象
種の⽣息環境が、災害時の活⽤エリアと
重ならないよう配慮しています。具体的
な配慮内容は準備書で⽰します。

24

修正届添付資料p.2-2
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⽅法市⻑意⾒の内容及び事業者の⾒解

事業計画（４）
意⾒の内容 事業者の⾒解

(4) 対象事業実施区域の東側に
設置される計画である地上
式調整池（調整池４）につ
いて、周辺にホトケドジョ
ウが確認されていることか
ら、それら保全対象とすべ
き⽣物に配慮した位置、構
造等を検討し、具体的に準
備書に記載してください。

対象事業実施区域の東側に設置される計
画である地上式調整池（調整池４）は、
保全対象とすべき⽣物が確認された場所
を包含しない位置に配置することにより、
保全対象種に配慮しました。調整池の具
体的な構造等は準備書で⽰します。なお、
堤体を含めた調整池及び保全対象種の⽣
息環境である⼩⽔路は、⼟地区画整理事
業で整備される計画です。
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修正届添付資料p.2-2

事業計画（５）
意⾒の内容 事業者の⾒解

(5) 対象事業実施区域の東側に保全
する樹林地については、動物へ
の影響を少なくするため、動物
にとって重要な林縁部を⽣かし
て、⼈との距離が確保されるよ
う適切な維持管理も含めて、検
討してください。

対象事業実施区域の東側の樹林地に
ついては、動物への影響を少なくす
るため、動物にとって重要な林縁部
の現況を保全するとともに、園路に
ついては⼈との距離が適切に確保さ
れるよう計画します。なお、市⺠の
森と⼀体に利⽤できるよう、樹林地
内の⼀部に散策路を予定しますが、
動物への影響を考慮した管理を検討
し、準備書で⽰します。

⽅法市⻑意⾒の内容及び事業者の⾒解

26

修正届添付資料p.2-2
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⽅法市⻑意⾒の内容及び事業者の⾒解

環境影響評価項⽬（１）
意⾒の内容 事業者の⾒解

(1)
⼯
事
中
及
び
供
⽤
時

ア
⽔
循
環

対象事業実施区域内の和泉川
源流域に加え、その周辺の伏
流⽔を含む湧⽔の流量等も把
握し、本事業による和泉川へ
の影響についても適切に調査、
予測、評価を⾏ってください。

対象事業実施区域内の和泉川源流
域及びその周辺の伏流⽔を含む湧
⽔の流量等の調査を実施します。
事業実施に伴う涵養源や⽀流の形
態及び流量への影響について調査、
予測、評価することで、和泉川下
流への影響についても適切に把握
します。

(2)
⼯
事
中

ア
温
室
効
果
ガ
ス

⼯事期間が約20年と⻑期に
及ぶことから、環境影響評価
項⽬として選定してください。

環境影響評価項⽬として⼯事中の
「温室効果ガス」を選定しました。

27
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⽅法市⻑意⾒の内容及び事業者の⾒解

環境影響評価項⽬（２）
意⾒の内容 事業者の⾒解

(2)
⼯
事
中

イ
地
域
社
会

⼀次整備⼯事時は、⼟地区画
整理事業実施区域内の仮設道
路を使⽤する計画であること
から、本事業の対象事業実施
区域の出⼊⼝だけでなく、⼟
地区画整理事業実施区域にお
ける出⼊⼝も準備書で⽰して
ください。

⼀次整備⼯事時の本事業の対象事
業実施区域の出⼊⼝及び⼟地区画
整理事業における出⼊⼝のおおむ
ねの位置を本資料に記載しました。

(3)
供
⽤
時

ア
温
室
効
果
ガ
ス

施設は定常的に使⽤されるも
のであり、その規模も不明確
であることから、環境影響評
価項⽬として選定してくださ
い。

環境影響評価項⽬として供⽤時の
「温室効果ガス」を選定しました。

28
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◆この資料は審査会⽤に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので、取扱いにご注意願います。
◆この資料は「（仮称）旧上瀬⾕通信施設 公園整備事業 修正届出書添付資料（環境影響評価⽅法書との⽐較）」の内容を
抜粋したものです。

⽅法市⻑意⾒の内容及び事業者の⾒解

環境影響評価項⽬（３）
意⾒の内容 事業者の⾒解

(3)
供
⽤
時

イ
⽣
物
多
様
性

対象事業実施区域内の微地形
や集⽔域も踏まえた環境の詳
細を把握し、新たに対象事業
実施区域の東側に設置される
調整池（調整池４）が地上式
に変更になったことを踏まえ、
予測、評価を⾏ってください。

対象事業実施区域内の微地形や集
⽔域も踏まえた環境の詳細を把握
しました。また、新たに対象事業
実施区域の東側に設置される調整
池（調整池４）が地上式に変更に
なったことを踏まえて予測、評価
を⾏い、準備書で⽰します。

ウ
地
域
社
会

(ア)「みどりの賑わい・レク
リエーションエリア」と「み
どりの発信エリア」の間に道
路が計画されていることから、
このエリア間の公園利⽤者の
往来⽅法について、準備書に
記載してください。

「中央地区（⽅法書では「みどり
の賑わい・レクリエーションエリ
ア」）」と「東地区（⽅法書では
「みどりの発信エリア」）」の間
の公園利⽤者の往来は、横断歩道
を想定しています。

29
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⽅法市⻑意⾒の内容及び事業者の⾒解

環境影響評価項⽬（４）
意⾒の内容 事業者の⾒解

(3)
供
⽤
時

ウ
地
域
社
会

(イ)対象事業実施区域の東側
周辺において、来園⾞両等の
⾛⾏に伴う交通混雑の影響を
適切に予測するため、⾛⾏
ルート沿道の主要交差点に予
測地点を設定してください。

来園⾞両等の⾛⾏ルート及び周辺
道路整備計画を踏まえ、対象事業
実施区域の南東側を⾛る瀬⾕地内
線に新しく２箇所の交差点が設置
される計画のため、予測地点とし
て新たに地点８、地点９を選定し
ました。

エ
景
観

「みどりの実践エリア」及び
「みどりの発信エリア」に設
置する施設の存在により囲繞
景観の変化があることから、
対象事業実施区域内からの景
観についても調査、予測、評
価を⾏ってください。

囲繞景観の変化を把握できる地点
から調査、予測、評価を⾏い、準
備書で⽰します。

30
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◆この資料は審査会⽤に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので、取扱いにご注意願います。
◆この資料は「（仮称）旧上瀬⾕通信施設 公園整備事業 修正届出書添付資料（環境影響評価⽅法書との⽐較）」の内容を
抜粋したものです。

４ 新事業計画における環境影響要因
の抽出及び環境影響評価項⽬の
選定

31

環境影響要因の抽出

【地下式・⾼架式】

区分 環境影響要因 抽出の理由

⼯
事
中

建設機械の稼働 ・造成⼯事や建物の建築等のために、建設機械が
対象事業実施区域で稼働します。

⼯事⽤⾞両の⾛⾏ ・資機材の運搬や廃棄物等の搬出を⾏う⾞両が、
周辺道路を運⾏します。

建設⾏為等 ・造成⼯事や建物の建築等の⼯事を実施します。

供
⽤
時

施設の
存在

施設の存在・
⼟地利⽤の変化

・対象事業実施区域内に公園施設が出現し、⼟地
利⽤が変化します。

施設の
供⽤

施設の運営 ・公園施設管理・運営作業が⾏われます。
・利⽤者及び施設管理関係者が施設を利⽤します。

来園⾞両等の⾛⾏ ・利⽤者による来園⾞両及び管理⽤⾞両が⾛⾏し
ます。

32

注１︓区分欄に掲げる「供⽤時」は、公園整備が完了し全体供⽤開始の時点を⽰す。
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◆この資料は審査会⽤に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので、取扱いにご注意願います。
◆この資料は「（仮称）旧上瀬⾕通信施設 公園整備事業 修正届出書添付資料（環境影響評価⽅法書との⽐較）」の内容を
抜粋したものです。

環境影響要因と環境影響評価項⽬の関連表

環境影響要因
環境影響評価項⽬

建設機械
の稼働

⼯事⽤⾞
両の⾛⾏

建設⾏為
等細⽬

温室効果ガス ○ ○

⽣物多様性 動物／植物／⽣態系 ○

⽔循環 湧⽔の流量 ○

廃棄物・建設発⽣⼟ 産業廃棄物／建設発⽣⼟ ○

⼤気質 ⼤気汚染 ○ ○

騒⾳ ○ ○

振動 ○ ○

地域社会 交通混雑／歩⾏者の安全 ○

触れ合い活動の場 触れ合い活動の場 ○

⼯事中

33
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環境影響要因と環境影響評価項⽬の関連表

環境影響要因
環境影響評価項⽬ 施設の存在 施設の供⽤

細⽬ 施設の存在・
⼟地利⽤の変化 施設の運営 来園⾞両等の

⾛⾏
温室効果ガス ○

⽣物多様性 動物／植物／
⽣態系 ○ ○

⽔循環 湧⽔の流量 ○
廃棄物・
建設発⽣⼟

⼀般廃棄物／
産業廃棄物 ○

⼤気質 ⼤気汚染 ○
騒⾳ ○
振動 ○

地域社会 交通混雑／
歩⾏者の安全 ○

景観 ○
触れ合い活動の場 ○ ○

供⽤時

34
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◆この資料は審査会⽤に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので、取扱いにご注意願います。
◆この資料は「（仮称）旧上瀬⾕通信施設 公園整備事業 修正届出書添付資料（環境影響評価⽅法書との⽐較）」の内容を
抜粋したものです。

５ 新事業計画における環境影響項⽬
に係る調査、予測及び評価の⼿法
の選択

35

環境影響評価項⽬ 現地
調査

⼟地区画整理事業の
現地調査結果の活⽤
を予定している項⽬

公園事業において
調査を実施する項⽬

温室効果ガス - - -
⽣物多様性 〇 〇 -
⽔循環
（湧⽔の流量） 〇 〇 〇

廃棄物・建設発⽣⼟ - - -
⼤気質 〇 〇 -
騒⾳ 〇 〇 -
振動 〇 〇 -
地域社会
（交通混雑、歩⾏者の安全） 〇 〇 -

景観 〇 〇 〇
（近景の調査を実施）

触れ合い活動の場 〇 〇 -

現地調査

⼟地区画整理事業の現地調査結果の活⽤を予定している項⽬
及び公園事業において調査を実施する項⽬

36
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◆この資料は審査会⽤に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので、取扱いにご注意願います。
◆この資料は「（仮称）旧上瀬⾕通信施設 公園整備事業 修正届出書添付資料（環境影響評価⽅法書との⽐較）」の内容を
抜粋したものです。

温室効果ガス

調査項⽬注１ 調査⽅法
温室効果ガスに係る
原単位の把握

資料
「温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル」
（環境省・経済産業省 令和４年１⽉）等により、
予測式及び原単位を整理します。

調査⼿法

注１︓主な調査項⽬を記載。

37
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温室効果ガス

予測⼿法（⼯事中）
予測項⽬ 予測地域・地点・時期 予測⽅法

建設機械の稼働に伴
う温室効果ガスの排
出量

【地域・地点】
対象事業実施区域
【時期】
⼯事期間全体

建設機械の種類、台数等を整理の
上、「温室効果ガス排出量算定・
報告マニュアル」（環境省・経済
産業省 令和４年１⽉）等に基づ
き、温室効果ガスの排出量を算定

⼯事⽤⾞両の⾛⾏に
伴う温室効果ガスの
排出量

⼯事⽤⾞両の種類、台数等を整理
の上、「温室効果ガス排出量算
定・報告マニュアル」（環境省・
経済産業省 令和４年１⽉）等に
基づき、温室効果ガスの排出量を
算定
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◆この資料は審査会⽤に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので、取扱いにご注意願います。
◆この資料は「（仮称）旧上瀬⾕通信施設 公園整備事業 修正届出書添付資料（環境影響評価⽅法書との⽐較）」の内容を
抜粋したものです。

温室効果ガス

予測⼿法（供⽤時）
予測項⽬ 予測地域・地点・時期 予測⽅法

施設の運営に伴う温
室効果ガスの排出量

【地域・地点】
対象事業実施区域
【時期】
⼯事完了後、事業活動
が平常の状態になる時
期

導⼊予定の設備機器を整理の上、
「温室効果ガス排出量算定・報告
マニュアル」（環境省・経済産業
省 令和４年１⽉）等に基づき、
温室効果ガスの排出量を算定
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⽣物多様性（動物）

調査項⽬注１ 調査⽅法
動物の状況
・動物相
・⽣息環境

の特性
・注⽬すべき

動物種及び
⽣息地の状
況

・動物の⽣息
環境からみ
た地域環境
特性

資料
現地 既存資料による情報の収集・整理及び現地踏査

注２
資料

陸⽣動物
動物相調査
a.哺乳類
・任意観察法、フィールドサイン法、トラップ法、

無⼈撮影法及び夜間調査
・４季（夏季、秋季、冬季、春季）

※夜間は2季（夏季、春季）
b.⿃類
・任意観察法、ラインセンサス法、定点観察法及び夜間

調査
・５季（夏季、秋季、冬季、春季、初夏季）

※定点観測法（猛禽類）は２繁殖期

調査⼿法

40
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注１︓主な調査項⽬を記載。
注２︓⼟地区画整理事業において実施された現地調査の結果を収集・整理。

調査⽅法は、⼟地区画整理事業評価書における調査⽅法を参考に記載。



◆この資料は審査会⽤に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので、取扱いにご注意願います。
◆この資料は「（仮称）旧上瀬⾕通信施設 公園整備事業 修正届出書添付資料（環境影響評価⽅法書との⽐較）」の内容を
抜粋したものです。

⽣物多様性（動物）

調査項⽬注１ 調査⽅法
動物の状況
・動物相
・⽣息環境

の特性
・注⽬すべき

動物種及び
⽣息地の状
況

・動物の⽣息
環境からみ
た地域環境
特性

注２
資料

c.両⽣類及び爬⾍類
・任意観察法、任意採取法及び夜間調査
・５季（夏季、秋季、早春季、春季、初夏季）

※夜間は３季（夏季、春季、初夏季）
d.昆⾍類
・任意観察法、任意採取法、ライトトラップ法、

ベイトトラップ法、夜間調査及び鳴声調査
・３季（夏季、秋季、春季）

※夜間調査は1季（初夏季）、鳴声調査は1季（夏季）
e.クモ類
・任意観察法及び任意採取法
・３季（夏季、秋季、春季）
f.陸産⾙類
・任意観察法及び任意採取法
・２季（冬季、初夏季）

調査⼿法
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注１︓主な調査項⽬を記載。
注２︓⼟地区画整理事業において実施された現地調査の結果を収集・整理。

調査⽅法は、⼟地区画整理事業評価書における調査⽅法を参考に記載。

⽣物多様性（動物）

調査項⽬注１ 調査⽅法
動物の状況
・動物相
・⽣息環境

の特性
・注⽬すべき

動物種及び
⽣息地の状
況

・動物の⽣息
環境からみ
た地域環境
特性

注２
資料

⽔⽣⽣物
a.⿂類
・任意観察法及び任意採取法
・４季（夏季、秋季、冬季、春季）
b.底⽣動物
・任意観察法、任意採取法及び定量調査
・４季（夏季、秋季、冬季、春季）

調査⼿法

42

注１︓主な調査項⽬を記載。
注２︓⼟地区画整理事業において実施された現地調査の結果を収集・整理。

調査⽅法は、⼟地区画整理事業評価書における調査⽅法を参考に記載。
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◆この資料は審査会⽤に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので、取扱いにご注意願います。
◆この資料は「（仮称）旧上瀬⾕通信施設 公園整備事業 修正届出書添付資料（環境影響評価⽅法書との⽐較）」の内容を
抜粋したものです。

⽣物多様性（動物）

調査項⽬注１ 調査⽅法
⽔質の状況

注２
資料

「⽔質調査⽅法」（昭和46年９⽉30⽇ 環⽔管30号）及
び「⽔質汚濁に係る環境基準について」（昭和46年12⽉
28⽇ 環境庁告⽰第59号）に定める⽅法に準拠し、浮遊性
物質（SS）、⽔素イオン濃度（pH）を現地調査により把
握
・平常時︓２回（渇⽔期、豊⽔期）

⽔循環の状況 資料
注２

資料
現地

湧⽔の流量は、既存資料の収集・整理による調査及び
「表 6.10」に⽰すとおり

注２
資料

河川の流量は、「⽔質調査⽅法」（昭和46年９⽉ 環⽔管
30号）に定める⽅法に準拠し、現地調査により把握
・平常時２回（渇⽔期、豊⽔期）

調査⼿法
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注１︓主な調査項⽬を記載。
注２︓⼟地区画整理事業において実施された現地調査の結果を収集・整理。

調査⽅法は、⼟地区画整理事業評価書における調査⽅法を参考に記載。

⽣物多様性（動物）

調査地域

地点1

地点2
地点3

44

凡例

対象事業実施区域
都県界
市界
区界
⼟地区画整理事業実施区域
調査地域（動物・植物）
（⼟地区画整理事業実施区域
から約200mまでの範囲）
予測地域（動物・植物）
（対象事業実施区域から
約200mまでの範囲）
河川
調査地点（河川の流量・⽔質）

修正届添付資料p.5-15



◆この資料は審査会⽤に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので、取扱いにご注意願います。
◆この資料は「（仮称）旧上瀬⾕通信施設 公園整備事業 修正届出書添付資料（環境影響評価⽅法書との⽐較）」の内容を
抜粋したものです。

⽣物多様性（動物）

予測⼿法（⼯事中）
予測項⽬ 予測地域・地点・時期 予測⽅法

⼯事の実施に伴う
陸⽣動物の動物相、
⽔⽣⽣物相の変化の
内容及びその程度

【地域・地点】
対象事業実施区域の端部から
約200mまでの範囲（舗装地
等⼈⼯改変地を除く）
【時期】
⼯事期間全体

調査で把握した陸⽣動物の
動物相、⽔⽣⽣物相の状況
及び⽣息環境と施⼯計画を
⽐較することで、対象事業
実施区域に隣接する瀬⾕市
⺠の森等を⽣息環境とする
動物への間接的影響の程度
を定性的に予測

45

修正届添付資料p.5-13

⽣物多様性（動物）

予測⼿法（供⽤時）
予測項⽬ 予測地域・地点・時期 予測⽅法

施設の存在・⼟地利
⽤の変化に伴う陸⽣
動物の動物相、⽔⽣
⽣物相の変化の内容
及びその程度

【地域・地点】
対象事業実施区域内
【時期】
⼯事完了後、事業活動が平常
の状態になり、新たな環境が
安定する時期

調査で把握した陸⽣動物の
動物相、⽔⽣⽣物相の状況
及び⽣息環境と事業計画を
⽐較することで、対象事業
実施区域に整備される緑の
量並びに緑の質、及び瀬⾕
市⺠の森等とのつながりを
踏まえ、⼟地区画整理事業
による改変後からの⽣物多
様性の回復の程度を定性的
に予測

46

修正届添付資料p.5-13



◆この資料は審査会⽤に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので、取扱いにご注意願います。
◆この資料は「（仮称）旧上瀬⾕通信施設 公園整備事業 修正届出書添付資料（環境影響評価⽅法書との⽐較）」の内容を
抜粋したものです。

⽣物多様性（動物）

予測⼿法（供⽤時）
予測項⽬ 予測地域・地点・時期 予測⽅法

施設の運営に伴う陸
⽣動物の動物相、⽔
⽣⽣物相の変化の内
容及びその程度

【地域・地点】
対象事業実施区域の端部から
約200mまでの範囲（舗装地
等⼈⼯改変地を除く）
【時期】
⼯事完了後、事業活動が平常
の状態になり、新たな環境が
安定する時期

調査で把握した陸⽣動物の
動物相、⽔⽣⽣物相の状況
及び⽣息環境と事業計画を
⽐較することで、対象事業
実施区域に隣接する瀬⾕市
⺠の森等を⽣息環境とする
動物への照明設備の使⽤に
よる間接的影響の程度を定
性的に予測

47

修正届添付資料p.5-13

⽣物多様性（植物）

調査項⽬注１ 調査⽅法
植物の状況
・植物相
・植⽣
・注⽬すべき植物

種及び植物群落
の状況

資料
現地 既存資料による情報の収集・整理及び現地踏査

注２
資料

陸⽣植物
a.植物相調査
・任意観察法、任意採集法及び⼤径⽊調査
・４季（夏季、秋季、早春季、春季）
b.植⽣調査
・コドラート法
・２季（夏季、春季）
⽔⽣植物
a.付着藻類調査
・任意観察法及び定量採取法
・４季（夏季、秋季、冬季、春季）

調査⼿法

48

修正届添付資料p.5-17

注１︓主な調査項⽬を記載。
注２︓⼟地区画整理事業において実施された現地調査の結果を収集・整理。

調査⽅法は、⼟地区画整理事業評価書における調査⽅法を参考に記載。



◆この資料は審査会⽤に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので、取扱いにご注意願います。
◆この資料は「（仮称）旧上瀬⾕通信施設 公園整備事業 修正届出書添付資料（環境影響評価⽅法書との⽐較）」の内容を
抜粋したものです。

⽣物多様性（植物）

調査地域

49

地点1

地点2
地点3

凡例

対象事業実施区域
都県界
市界
区界
⼟地区画整理事業実施区域
調査地域（動物・植物）
（⼟地区画整理事業実施区域
から約200mまでの範囲）
予測地域（動物・植物）
（対象事業実施区域から
約200mまでの範囲）
河川
調査地点（河川の流量・⽔質）

修正届添付資料p.5-15

⽣物多様性（植物）

予測⼿法（⼯事中）
予測項⽬ 予測地域・地点・時期 予測⽅法

⼯事の実施に伴う陸
⽣植物の植物相、⽔
⽣植物の植物相の変
化の内容及びその程
度

【地域・地点】
対象事業実施区域の端部から
約200mまでの範囲（舗装地
等⼈⼯改変地を除く）
【時期】
⼯事期間全体

調査で把握した陸⽣植物の
植物相、⽔⽣植物の植物相
及び植⽣の状況と施⼯計画
を⽐較することで、対象事
業実施区域に隣接する瀬⾕
市⺠の森等を⽣育環境とす
る植物への間接的影響の程
度を定性的に予測

50

修正届添付資料p.5-19



◆この資料は審査会⽤に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので、取扱いにご注意願います。
◆この資料は「（仮称）旧上瀬⾕通信施設 公園整備事業 修正届出書添付資料（環境影響評価⽅法書との⽐較）」の内容を
抜粋したものです。

⽣物多様性（植物）

予測⼿法（供⽤時）
予測項⽬ 予測地域・地点・時期 予測⽅法

施設の存在・⼟地利
⽤の変化に伴う陸⽣
植物の植物相、⽔⽣
植物の植物相の変化
の内容及びその程度

【地域・地点】
対象事業実施区域内
【時期】
⼯事完了後、事業活動が平常
の状態になり、新たな環境が
安定する時期

調査で把握した陸⽣植物の
植物相、⽔⽣植物の植物相
及び植⽣の状況と事業計画
を⽐較することで、対象事
業実施区域に整備される緑
の量並びに緑の質、及び瀬
⾕市⺠の森等とのつながり
を踏まえ、⼟地区画整理事
業による改変後からの⽣物
多様性の回復の程度を定性
的に予測

51

修正届添付資料p.5-19

⽣物多様性（植物）

予測⼿法（供⽤時）
予測項⽬ 予測地域・地点・時期 予測⽅法

施設の運営に伴う陸
⽣植物の植物相、⽔
⽣植物の植物相の変
化の内容及びその程
度

【地域・地点】
対象事業実施区域の端部から
約200mまでの範囲（舗装地
等⼈⼯改変地を除く）
【時期】
⼯事完了後、事業活動が平常
の状態になり、新たな環境が
安定する時期

調査で把握した陸⽣植物の
植物相、⽔⽣植物の植物相
及び植⽣の状況と事業計画
を⽐較することで、対象事
業実施区域に隣接する瀬⾕
市⺠の森等を⽣育環境とす
る植物への照明設備の使⽤
による間接的影響の程度を
定性的に予測

52

修正届添付資料p.5-19



◆この資料は審査会⽤に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので、取扱いにご注意願います。
◆この資料は「（仮称）旧上瀬⾕通信施設 公園整備事業 修正届出書添付資料（環境影響評価⽅法書との⽐較）」の内容を
抜粋したものです。

⽣物多様性（⽣態系）

調査項⽬注１ 調査⽅法
⽣態系の状況
・⽣態系を構成する

要素の状況
・⾷物連鎖の状況

資料
注２

資料
現地

動物の状況及び植物の状況の調査結果及び現地踏
査により、⽣態系の状況を把握

調査⼿法

53

修正届添付資料p.5-21

注１︓主な調査項⽬を記載。
注２︓⼟地区画整理事業において実施された現地調査の結果を収集・整理。

調査⽅法は、⼟地区画整理事業評価書における調査⽅法を参考に記載。

⽣物多様性（⽣態系）

予測⼿法（⼯事中）
予測項⽬ 予測地域・地点・時期 予測⽅法

⼯事の実施に伴う⽣
態系の状況の変化の
内容及びその程度

【地域・地点】
対象事業実施区域の端部から
約200mまでの範囲（舗装地
等⼈⼯改変地を除く）
【時期】
⼯事期間全体

調査で把握した⽣態系の状
況と施⼯計画を⽐較するこ
とで、対象事業実施区域に
隣接する瀬⾕市⺠の森等の
⽣態系への間接的影響の程
度を定性的に予測

54

修正届添付資料p.5-23



◆この資料は審査会⽤に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので、取扱いにご注意願います。
◆この資料は「（仮称）旧上瀬⾕通信施設 公園整備事業 修正届出書添付資料（環境影響評価⽅法書との⽐較）」の内容を
抜粋したものです。

⽣物多様性（⽣態系）

予測⼿法（供⽤時）
予測項⽬ 予測地域・地点・時期 予測⽅法

施設の存在・⼟地利
⽤の変化に伴う⽣態
系の状況の変化の内
容及びその程度

【地域・地点】
対象事業実施区域内
【時期】
⼯事完了後、事業活動が平常
の状態になり、新たな環境が
安定する時期

調査で把握した⽣態系の状
況と事業計画を⽐較するこ
とで、対象事業実施区域に
整備される緑の量並びに緑
の質、及び瀬⾕市⺠の森等
とのつながりを踏まえ、⼟
地区画整理事業による改変
後からの⽣物多様性の回復
の程度を定性的に予測

施設の運営に伴う⽣
態系の状況の変化の
内容及びその程度

【地域・地点】
対象事業実施区域の端部から
約200mまでの範囲（舗装地
等⼈⼯改変地を除く）としま
す。
【時期】
⼯事完了後、事業活動が平常
の状態になり、新たな環境が
安定する時期

調査で把握した⽣態系の状
況と事業計画を⽐較するこ
とで、対象事業実施区域に
隣接する瀬⾕市⺠の森等を
⽣息・⽣育環境とする動
物・植物への照明設備の使
⽤による間接的影響の程度
を定性的に予測

55

修正届添付資料p.5-23

⽔循環（湧⽔の流量）

調査項⽬注１ 調査⽅法
地下⽔の状況
・湧⽔の分布、流量

及び⽔質

資料 既存資料の収集・整理

現地

「⽔質調査⽅法」（昭和46年９⽉ 環⽔管
30号）に定める⽅法⼜は容器法により、湧⽔
量、⽔温、⽔素イオン濃度（pH）、電気伝導
度（EC）を調査
・地点１〜６︓４回（四季）

注２
資料

「⽔質調査⽅法」（昭和46年９⽉ 環⽔管
30号）に定める⽅法⼜は容器法により、湧⽔
量、⽔温、⽔素イオン濃度（pH）、電気伝導
度（EC）を調査
・地点７〜８︓平常時２回（渇⽔期、豊⽔期）

調査⼿法

56

修正届添付資料p.5-25

注１︓主な調査項⽬を記載。
注２︓⼟地区画整理事業において実施された現地調査の結果を収集・整理。

調査⽅法は、⼟地区画整理事業評価書における調査⽅法を参考に記載。



◆この資料は審査会⽤に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので、取扱いにご注意願います。
◆この資料は「（仮称）旧上瀬⾕通信施設 公園整備事業 修正届出書添付資料（環境影響評価⽅法書との⽐較）」の内容を
抜粋したものです。

⽔循環（湧⽔の流量）

調査地点

凡例
対象事業実施区域
⼟地区画整理事業実施区域
都県界
市界
区界
河川
湧⽔の位置
調査地点

（湧⽔の流量・⽔質）

地点1

地点2

57

地点8

地点7

地点5
地点3

地点6地点4

修正届添付資料p.5-27

⽔循環（湧⽔の流量）

予測⼿法（⼯事中）

予測⼿法（供⽤時）

予測項⽬ 予測地域・地点・時期 予測⽅法

⼯事の実施に
伴い変化する
湧⽔の流況

【地域・地点】
対象事業実施区域及びその周辺
【時期】
⼯事による影響が最⼤となる時期

施⼯計画の内容を勘案し、建
設⾏為に伴う湧⽔の流況への
影響について定性的に予測注１

予測項⽬ 予測地域・地点・時期 予測⽅法

施設の存在・⼟
地利⽤の変化に
伴い変化する
湧⽔の流況

【地域・地点】
対象事業実施区域及びその周辺
【時期】
⼯事完了後、事業活動が平常の状
態になり、新たな環境が安定する
時期

事業計画の内容を勘案し、
施設の存在・⼟地利⽤の変
化に伴う湧⽔の流況への影
響について定性的に予測注１

58

注１︓本事業の実施に伴う涵養源や⽀流の形態及び流量への影響について調査、予測、評価することで、
和泉川下流への影響についても適切に把握します。

修正届添付資料p.5-25



◆この資料は審査会⽤に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので、取扱いにご注意願います。
◆この資料は「（仮称）旧上瀬⾕通信施設 公園整備事業 修正届出書添付資料（環境影響評価⽅法書との⽐較）」の内容を
抜粋したものです。

廃棄物・建設発⽣⼟

調査項⽬注１ 調査⽅法
廃棄物及び建設発⽣
⼟の処理処分の状況
・種類別発⽣量
・資源化の状況
・廃棄物の処理状況

資料 横浜市における廃棄物及び建設発⽣⼟の
処理状況等を、既存資料の収集・整理により把握

調査⼿法

注１︓主な調査項⽬を記載。
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修正届添付資料p.5-29

廃棄物・建設発⽣⼟

予測⼿法（供⽤時）
予測項⽬ 予測地域・地点・時期 予測⽅法

施設の運営により
発⽣する⼀般廃棄物

【地域・地点】
対象事業実施区域内
【時期】
⼯事完了後、事業活動
が平常の状態になり、
新たな環境が安定する
時期

事業計画を基に発⽣量を推定する
と共に、本事業で実⾏可能な再利
⽤等の⽅法や、処理⽅法等を整理
し、種類ごとに発⽣量と最終処分
量を予測

施設の運営により
発⽣する産業廃棄物

予測⼿法（⼯事中）
予測項⽬ 予測地域・地点・時期 予測⽅法

⼯事の実施により
発⽣する産業廃棄物

【地域・地点】
対象事業実施区域内
【時期】
⼯事期間全体

施⼯計画を基に発⽣量を推定する
と共に、本事業で実⾏可能な再利
⽤等の⽅法や、処理⽅法等を整理
し、種類ごとに発⽣量と最終処分
量を予測

⼯事の実施により
発⽣する建設発⽣⼟

60

修正届添付資料p.5-31



◆この資料は審査会⽤に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので、取扱いにご注意願います。
◆この資料は「（仮称）旧上瀬⾕通信施設 公園整備事業 修正届出書添付資料（環境影響評価⽅法書との⽐較）」の内容を
抜粋したものです。

⼤気質

調査項⽬注１ 調査⽅法
⼤気質の状況
・窒素酸化物
・浮遊粒⼦状物質

資料 対象事業実施区域近傍の常時監視測定局の
データを収集・整理

注２
資料

「⼆酸化窒素に係る環境基準について」等に
定める⽅法により測定
・７⽇間×24時間×４季

気象の状況
・⾵向、⾵速
・⽇射量
・放射収⽀量

資料 対象事業実施区域近傍の常時監視測定局の
データを収集・整理

注２
資料

⾵向・⾵速の状況を「地上気象観測指針」に
定める⽅法により測定
⽇射量、放射収⽀量の状況を⽇射計及び放射
収⽀計を設置して調査
・７⽇間×24時間×４季

調査⼿法
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修正届添付資料p.5-33

注１︓主な調査項⽬を記載。
注２︓⼟地区画整理事業において実施された現地調査の結果を収集・整理。

調査⽅法は、⼟地区画整理事業評価書における調査⽅法を参考に記載。

⼤気質

調査項⽬注１ 調査⽅法
⼤気汚染物質の主要な
発⽣源の状況
・主要発⽣源の状況
・⾃動⾞交通量等の状況

資料 既存資料の収集・整理及び現地踏査

注２
資料

⾃動⾞断⾯交通量を測定
・平⽇（昼間６時〜22時）×１回
・休⽇（昼間６時〜22時）×１回

調査⼿法
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修正届添付資料p.5-33

注１︓主な調査項⽬を記載。
注２︓⼟地区画整理事業において実施された現地調査の結果を収集・整理。

調査⽅法は、⼟地区画整理事業評価書における調査⽅法を参考に記載。



◆この資料は審査会⽤に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので、取扱いにご注意願います。
◆この資料は「（仮称）旧上瀬⾕通信施設 公園整備事業 修正届出書添付資料（環境影響評価⽅法書との⽐較）」の内容を
抜粋したものです。

⼤気質

調査地点

地点1

地点a

地点b 地点2

地点3 地点c

地点4

地点A

地点d

地点6

地点5 地点e

地点f

地点7
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凡例
対象事業実施区域
⼟地区画整理事業実施区域
都県界 市界 区界
⼯事⽤⾞両の⾛⾏ルート
（⼀次整備⼯事、⼆次整備⼯事）
⼯事⽤⾞両の⾛⾏ルート
（⼆次整備⼯事）
来園⾞両等の⾛⾏ルート
整備計画中の道路
調査地点（公定法（⼀般⼤気）、

地上気象）
調査地点（公定法（沿道⼤気））
調査地点（簡易法（沿道⼤気））
調査地点（⾃動⾞断⾯交通量）
⼯事⽤⾞両の専⽤出⼊⼝
（⼀次整備⼯事）
⼯事⽤⾞両の専⽤出⼊⼝
（⼆次整備⼯事）
⼯事⽤⾞両の専⽤⼊⼝
（⼀次整備⼯事、⼆次整備⼯事）

修正届添付資料p.5-39

⼤気質

予測⼿法（⼯事中）
予測項⽬ 予測地域・地点・時期 予測⽅法

建設機械の稼働に
伴う⼤気質濃度

【地域・地点】
最⼤着地濃度の出現する地
点を含む範囲
【時期】
建設機械の稼働による影響
が最⼤となる時期

「道路環境影響評価の技術⼿法
（平成24年度版）」に⽰され
ている⼤気拡散式により、年平
均値を予測

⼯事⽤⾞両の⾛⾏
に伴う⼤気質濃度

【地域・地点】
⼯事⽤⾞両の⾛⾏ルート沿
道として想定される道路沿
道４地点（地点１〜４）
【時期】
⼯事⽤⾞両の⾛⾏による
影響が最⼤となる時期

「道路環境影響評価の技術⼿法
（平成24年度版）」に⽰され
ている⼤気拡散式により、年平
均値を予測
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修正届添付資料p.5-37



◆この資料は審査会⽤に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので、取扱いにご注意願います。
◆この資料は「（仮称）旧上瀬⾕通信施設 公園整備事業 修正届出書添付資料（環境影響評価⽅法書との⽐較）」の内容を
抜粋したものです。

⼤気質

予測⼿法（供⽤時）
予測項⽬ 予測地域・地点・時期 予測⽅法

来園⾞両等の⾛⾏
に伴う⼤気質濃度

【地域・地点】
来園⾞両等の⾛⾏ルート沿
道として想定される道路沿
道の７地点（地点１〜７）
【時期】
供⽤開始時

「道路環境影響評価の技術⼿法
（平成24年度版）」に⽰され
ている⼤気拡散式により、年平
均値を予測
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修正届添付資料p.5-37

騒⾳

調査項⽬注１ 調査⽅法

騒⾳の状況
・⼀般環境騒⾳
・道路交通騒⾳

注２
資料

「騒⾳に係る環境基準について」に定める⽅法に
準拠し、測定
・平⽇（昼間６時〜22時）×1回
・休⽇（昼間６時〜22時）×1回

騒⾳の主要な発⽣源
の状況
・主要発⽣源の状況
・⾃動⾞交通量等

の状況

資料
現地 既存資料の収集・整理及び現地踏査

注２
資料

⾃動⾞断⾯交通量を測定
・平⽇（昼間６時〜22時）×１回
・休⽇（昼間６時〜22時）×１回

調査⼿法
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修正届添付資料p.5-41

注１︓主な調査項⽬を記載。
注２︓⼟地区画整理事業において実施された現地調査の結果を収集・整理。

調査⽅法は、⼟地区画整理事業評価書における調査⽅法を参考に記載。



◆この資料は審査会⽤に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので、取扱いにご注意願います。
◆この資料は「（仮称）旧上瀬⾕通信施設 公園整備事業 修正届出書添付資料（環境影響評価⽅法書との⽐較）」の内容を
抜粋したものです。

騒⾳

調査地点

地点1

地点2

地点3

地点4

地点5

地点6

地点7

地点A

地点B
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凡例
対象事業実施区域
⼟地区画整理事業実施区域
都県界
市界
区界
⼯事⽤⾞両の⾛⾏ルート
（⼀次整備⼯事、⼆次整備⼯事）
⼯事⽤⾞両の⾛⾏ルート
（⼆次整備⼯事）
来園⾞両等の⾛⾏ルート
整備計画中の道路
調査地点
(⼀般環境騒⾳)
調査地点
(道路交通騒⾳、⾃動⾞断⾯交通量)
⼯事⽤⾞両の専⽤出⼊⼝
（⼀次整備⼯事）
⼯事⽤⾞両の専⽤出⼊⼝
（⼆次整備⼯事）
⼯事⽤⾞両の専⽤⼊⼝
（⼀次整備⼯事、⼆次整備⼯事）

修正届添付資料p.5-45

騒⾳

予測⼿法（⼯事中）
予測項⽬ 予測地域・地点・時期 予測⽅法

建設機械の
稼働に伴う
騒⾳

【地域・地点】
対象事業実施区域の敷地境界から
100mの範囲
【時期】
建設機械の稼働による影響が最⼤とな
る時期

「道路環境影響評価の技
術⼿法（平成24年度
版）」に⽰されている予
測計算モデル(ASJ CN-
Model)を⽤い、予測

⼯事⽤⾞両
の⾛⾏に伴
う道路交通
騒⾳

【地域・地点】
⼯事⽤⾞両の⾛⾏ルート沿道として
想定される道路沿道４地点
（地点１〜４）
【時期】
⼯事⽤⾞両の⾛⾏による影響が最⼤と
なる時期

「道路交通騒⾳の予測計
算モデル(ASJ RTN 
Model)」を⽤い、予測
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修正届添付資料p.5-43



◆この資料は審査会⽤に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので、取扱いにご注意願います。
◆この資料は「（仮称）旧上瀬⾕通信施設 公園整備事業 修正届出書添付資料（環境影響評価⽅法書との⽐較）」の内容を
抜粋したものです。

騒⾳

予測⼿法（供⽤時）
予測項⽬ 予測地域・地点・時期 予測⽅法

来園⾞両等の
⾛⾏に伴う道
路交通騒⾳

【地域・地点】
来園⾞両等の⾛⾏ルート沿道として
想定される道路沿道の７地点
（地点１〜７）
【時期】
供⽤開始時

「道路交通騒⾳の予測計
算モデル(ASJ RTN 
Model)」を⽤い、予測
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修正届添付資料p.5-43

振動

調査項⽬注１ 調査⽅法
振動の状況
・⼀般環境振動 注２

資料

｢振動レベル測定⽅法｣(JIS Z 8735)に
定める⽅法に準拠し、測定
・平⽇（昼間８時〜19時）×1回
・休⽇（昼間８時〜19時）×1回

振動の状況
・道路交通振動 注２

資料

「振動規制法施⾏規則」に定める⽅法に
準拠し、測定
・平⽇（昼間８時〜19時）×1回
・休⽇（昼間８時〜19時）×1回

調査⼿法
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修正届添付資料p.5-47

注１︓主な調査項⽬を記載。
注２︓⼟地区画整理事業において実施された現地調査の結果を収集・整理。

調査⽅法は、⼟地区画整理事業評価書における調査⽅法を参考に記載。



◆この資料は審査会⽤に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので、取扱いにご注意願います。
◆この資料は「（仮称）旧上瀬⾕通信施設 公園整備事業 修正届出書添付資料（環境影響評価⽅法書との⽐較）」の内容を
抜粋したものです。

振動

調査項⽬注１ 調査⽅法
地盤の状況
・地盤卓越振動数 注２

資料
「道路環境影響評価の技術⼿法（平成24 年
度版）」に基づき、測定
・⼤型⾞の単独⾛⾏10台

振動の主要な発⽣源の状況
・主要発⽣源の状況
・⾃動⾞交通量等の状況

資料
現地 既存資料の収集・整理及び現地踏査

注２
資料

⾃動⾞断⾯交通量を測定
・平⽇（昼間８時〜19時）×１回
・休⽇（昼間８時〜19時）×１回

調査⼿法
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修正届添付資料p.5-47

注１︓主な調査項⽬を記載。
注２︓⼟地区画整理事業において実施された現地調査の結果を収集・整理。

調査⽅法は、⼟地区画整理事業評価書における調査⽅法を参考に記載。

調査地点

振動

72

地点1

地点2

地点3

地点4

地点5

地点6

地点7

地点A

地点B

凡例
対象事業実施区域
⼟地区画整理事業実施区域
都県界
市界
区界
⼯事⽤⾞両の⾛⾏ルート
（⼀次整備⼯事、⼆次整備⼯事）
⼯事⽤⾞両の⾛⾏ルート
（⼆次整備⼯事）
来園⾞両等の⾛⾏ルート
整備計画中の道路
調査地点
(⼀般環境騒⾳)
調査地点
(道路交通騒⾳、⾃動⾞断⾯交通量)
⼯事⽤⾞両の専⽤出⼊⼝
（⼀次整備⼯事）
⼯事⽤⾞両の専⽤出⼊⼝
（⼆次整備⼯事）
⼯事⽤⾞両の専⽤⼊⼝
（⼀次整備⼯事、⼆次整備⼯事）

修正届添付資料p.5-51



◆この資料は審査会⽤に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので、取扱いにご注意願います。
◆この資料は「（仮称）旧上瀬⾕通信施設 公園整備事業 修正届出書添付資料（環境影響評価⽅法書との⽐較）」の内容を
抜粋したものです。

予測⼿法（⼯事中）
予測項⽬ 予測地域・地点・時期 予測⽅法

建設機械の
稼働に伴う
振動

【地域・地点】
対象事業実施区域の敷地境界から
100mの範囲
【時期】
建設機械の稼働による影響が最⼤とな
る時期

「道路環境影響評価の技術
⼿法（平成24年度版）」
に⽰されている振動の伝搬
理論に基づく予測式を⽤い、
予測

⼯事⽤⾞両
の⾛⾏に伴
う道路交通
振動

【地域・地点】
⼯事⽤⾞両の⾛⾏ルート沿道として
想定される道路沿道４地点
（地点１〜４）
【時期】
⼯事⽤⾞両の⾛⾏による影響が最⼤と
なる時期

「道路環境影響評価の技術
⼿法（平成24年度版）」
に⽰されている予測式を⽤
い、予測

振動

73

修正届添付資料p.5-49

予測⼿法（供⽤時）
予測項⽬ 予測地域・地点・時期 予測⽅法

来園⾞両等
の⾛⾏に伴
う道路交通
振動

【地域・地点】
来園⾞両等の⾛⾏ルート沿道として
想定される道路沿道の７地点
（地点１〜７）
【時期】
供⽤開始時

「道路環境影響評価の技
術⼿法（平成24年度
版）」に⽰されている予
測式を⽤い、予測

振動

74

修正届添付資料p.5-49



◆この資料は審査会⽤に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので、取扱いにご注意願います。
◆この資料は「（仮称）旧上瀬⾕通信施設 公園整備事業 修正届出書添付資料（環境影響評価⽅法書との⽐較）」の内容を
抜粋したものです。

地域社会(交通混雑、歩⾏者の安全)

調査項⽬注１ 調査⽅法
⽇常⽣活圏等の状況
・公共施設等の位置
・学区、通学路の状況
・避難場所等の状況

資料 区⺠⽣活マップ等の既存資料の収集・整理

地域交通の状況
・主要な交通経路及び

交通量の状況
・主要交差点部における

交通処理
・交通安全対策の状況
・交通事故の発⽣状況

資料
現地 既存資料の収集・整理及び現地踏査

注２
資料

主要交差点部における時間別・⾞種別・⽅向別
⾃動⾞交通量、渋滞の状況及び信号現⽰を調査
・混雑時（24時間）×１回
・休⽇（24時間）×１回
・平⽇（24時間）×１回

歩⾏者の状況
・主要な通⾏経路、歩⾏

者数、歩⾏空間の幅員
等

注２
資料

歩道部等の時間別・⽅向別歩⾏者・⾃転⾞交通
量を調査
・混雑時（24時間）×１回
・休⽇（24時間）×１回
・平⽇（24時間）×１回
歩⾏空間の幅員等を現地踏査により把握

調査⼿法

75

修正届添付資料p.5-53

注１︓主な調査項⽬を記載。
注２︓⼟地区画整理事業において実施された現地調査の結果を収集・整理。

調査⽅法は、⼟地区画整理事業評価書における調査⽅法を参考に記載。

地域社会(交通混雑、歩⾏者の安全)

調査地点

地点1

地点2
地点3

地点4

地点5

地点6

地点7

76

地点9

地点8

凡例
対象事業実施区域
⼟地区画整理事業実施区域
都県界
市界
区界
⼯事⽤⾞両の⾛⾏ルート

（⼀次整備⼯事、⼆次整備⼯事）
⼯事⽤⾞両の⾛⾏ルート

（⼆次整備⼯事）
来園⾞両等の⾛⾏ルート
整備計画中の道路
調査地点(交通混雑､歩⾏者の安全)
調査地点(⾃動⾞断⾯交通量)
⼯事⽤⾞両の専⽤出⼊⼝
（⼀次整備⼯事）
⼯事⽤⾞両の専⽤出⼊⼝
（⼆次整備⼯事）
⼯事⽤⾞両の専⽤⼊⼝
（⼀次整備⼯事、⼆次整備⼯事）

注１︓地点8、地点9は交差点が現存
しないため、予測のみを実施

修正届添付資料p.5-57



◆この資料は審査会⽤に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので、取扱いにご注意願います。
◆この資料は「（仮称）旧上瀬⾕通信施設 公園整備事業 修正届出書添付資料（環境影響評価⽅法書との⽐較）」の内容を
抜粋したものです。

地域社会(交通混雑、歩⾏者の安全)

予測⼿法（⼯事中）
予測項⽬ 予測地域・地点・時期 予測⽅法

⼯事⽤⾞両の⾛⾏
に伴う交通混雑
（⾃動⾞）

【地域・地点】
⼯事⽤⾞両ルートとして
想定される主要交差点の
４地点（地点１〜４）
【時期】
⼯事⽤⾞両の⾛⾏台数
が最⼤となる時期

交差点需要率の算出等により、
交通混雑の程度を予測

⼯事中の歩⾏者・
⾃転⾞の安全

【地域・地点】
⼯事⽤⾞両の⾛⾏が予想
される主要交差点・ルー
ト及び施⼯ヤード周辺
【時期】
⼯事⽤⾞両の⾛⾏台数が
最⼤となる時期

現状の交通安全施設及び歩⾏者・
⾃転⾞の状況の整理と、本事業
で実施する安全対策等を整理し、
定性的に予測
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地域社会(交通混雑、歩⾏者の安全)

予測⼿法（供⽤時）
予測項⽬ 予測地域・地点・時期 予測⽅法

来園⾞両等の⾛⾏
に伴う交通混雑
（⾃動⾞）

【地域・地点】
来園⾞両等の⾛⾏ルート
として想定される主要交
差点の８地点（地点１〜
６、地点８、９）、及び
１断⾯（地点７）
【時期】
供⽤開始時

交差点需要率の算出等により、
交通混雑の程度を予測

来園⾞両等の⾛⾏
に伴う歩⾏者・⾃
転⾞の安全

【地域・地点】
来園⾞両等の⾛⾏が予想
される主要交差点・ルー
ト
【時期】
供⽤開始時

現状の交通安全施設及び歩⾏者・
⾃転⾞の状況の整理と、本事業
で実施する安全対策等を整理し、
定性的に予測
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◆この資料は審査会⽤に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので、取扱いにご注意願います。
◆この資料は「（仮称）旧上瀬⾕通信施設 公園整備事業 修正届出書添付資料（環境影響評価⽅法書との⽐較）」の内容を
抜粋したものです。

景観

調査項⽬注１ 調査⽅法
地域景観の特性 資料

現地 既存資料の収集・整理及び現地踏査

主要な景観資源の状況 資料
現地 既存資料の収集・整理及び現地踏査

主要な眺望地点からの景観 注２
資料
現地

現地調査（写真撮影）により把握
・各主要な眺望点の特性を踏まえて景観の状
況が把握できる適切な時期

調査⼿法
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注１︓主な調査項⽬を記載。
注２︓⼟地区画整理事業において実施された現地調査の結果を収集・整理。

調査⽅法は、⼟地区画整理事業評価書における調査⽅法を参考に記載。

景観

調査地点

凡例
対象事業実施区域
⼟地区画整理事業実施
都県界
市界
区界

富⼠⼭を眺望できる範囲
調査地点（景観）

調査範囲
（対象事業実施区域

から概ね3km圏）
近景域

（対象事業実施区域
から概ね500m圏）

8.鶴間公園

9.三保市民の森

10.よこはま動物園
ズーラシア

6.深見歴史の森
（城山史跡公園）

4.上川井市民の森

2.追分市民の森

3.矢指市民の森

5.東山ふれあい樹林

7.ふれあいの森
1.瀬谷市民の森

11.瀬谷みはらし公園

12.中屋敷三丁目公園

13.本郷四丁第二公園
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◆この資料は審査会⽤に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので、取扱いにご注意願います。
◆この資料は「（仮称）旧上瀬⾕通信施設 公園整備事業 修正届出書添付資料（環境影響評価⽅法書との⽐較）」の内容を
抜粋したものです。

景観

予測⼿法（供⽤時）
予測項⽬ 予測地域・地点・時期 予測⽅法

施設の存在により
変化する景観の状況

【地域・地点】
現地調査地点と同⼀
【時期】
供⽤開始時

フォトモンタージュ作成によ
り、景観の変化の程度を定性
的に予測
地点11（瀬⾕みはらし公園）、
地点14〜20においては、囲
繞景観の変化の程度を定性的
に予測
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触れ合い活動の場

調査項⽬注１ 調査⽅法
触れ合い活動の場の
名称、位置、規模、区域及び
分布状況等 資料

注２
資料

既存資料の収集・整理及び現地踏査
・各地点の特性を踏まえて触れ合い活動
の場の利⽤状況が把握できる適切な時期

触れ合い活動の場の
活動特性、利⽤状況等
触れ合い活動の場までの
経路、交通⼿段

調査⼿法
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注１︓主な調査項⽬を記載。
注２︓⼟地区画整理事業において実施された現地調査の結果を収集・整理。

調査⽅法は、⼟地区画整理事業評価書における調査⽅法を参考に記載。



◆この資料は審査会⽤に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので、取扱いにご注意願います。
◆この資料は「（仮称）旧上瀬⾕通信施設 公園整備事業 修正届出書添付資料（環境影響評価⽅法書との⽐較）」の内容を
抜粋したものです。

触れ合い活動の場

調査地域

83

修正届添付資料p.5-65

凡例
対象事業実施区域
⼟地区画整理事業実施区域
都県界
市界
区界
⼯事⽤⾞両の⾛⾏ルート
（⼀次整備⼯事、⼆次整備⼯事）
⼯事⽤⾞両の⾛⾏ルート
（⼆次整備⼯事）
来園⾞両等の⾛⾏ルート
整備計画中の道路
調査地点
（触れ合い活動の場）
⼯事⽤⾞両の専⽤出⼊⼝
（⼀次整備⼯事）
⼯事⽤⾞両の専⽤出⼊⼝
（⼆次整備⼯事）
⼯事⽤⾞両の専⽤⼊⼝
（⼀次整備⼯事、⼆次整備⼯事）

触れ合い活動の場

予測⼿法（⼯事中）
予測項⽬ 予測地域・地点・

時期 予測⽅法

⼯事の実施に伴う主要
な触れ合い活動の場へ
の影響

【地域・地点】
現地調査地点と同
⼀
【時期】
⼯事期間全体

調査で把握した主要な触れ合い活動
の場の状況と施⼯計画を⽐較するこ
とで、影響の程度を定性的に予測

予測⼿法（供⽤時）
予測項⽬ 予測地域・地点・

時期 予測⽅法

施設の存在・⼟地利⽤
の変化、及び来園⾞両
等の⾛⾏に伴う主要な
触れ合い活動の場への
影響

【地域・地点】
現地調査地点と同
⼀
【時期】
供⽤開始時

調査で把握した主要な触れ合い活動
の場の状況と事業計画を⽐較するこ
とで、影響の程度を定性的に予測
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◆この資料は審査会⽤に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので、取扱いにご注意願います。
◆この資料は「（仮称）旧上瀬⾕通信施設 公園整備事業 修正届出書添付資料（環境影響評価⽅法書との⽐較）」の内容を
抜粋したものです。

他事業の影響も必要に応じて考慮する項⽬

 下記の環境影響評価項⽬については、本事業の予測時期にお
いて、その時期の他事業の影響も必要に応じて考慮し、影響
を予測

環境影響
評価項⽬ 細則

⼤気質 ⼤気汚染
騒⾳ 騒⾳
振動 振動
地域社会 交通混雑／歩⾏者の安全
景観 景観
触れ合い活動の場 触れ合い活動の場
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⼀部供⽤時の影響も必要に応じて考慮する項⽬

 下記の環境影響評価項⽬については、必要に応じて⼀部供⽤
時の来園⾞両等の影響も考慮し、影響を予測

環境影響
評価項⽬ 細則

⼤気質 ⼤気汚染
騒⾳ 騒⾳
振動 振動
地域社会 交通混雑／歩⾏者の安全
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◆この資料は審査会⽤に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので、取扱いにご注意願います。
◆この資料は「（仮称）旧上瀬⾕通信施設 公園整備事業 修正届出書添付資料（環境影響評価⽅法書との⽐較）」の内容を
抜粋したものです。

評価の⼿法

環境の保全等に関して、
・横浜市が定めた計画及び指針等の中で設定している⽬標
・法令等で定められている基準
・地球環境に著しい影響を及ぼさない⽔準 等

「環境保全⽬標」を設定

「環境保全⽬標」と予測結果との対⽐により、評価
※結果等については、今後実施する準備書にて、お⽰しいたします。

87

修正届添付資料p.5-5〜5-65

６ ⽅法書対象地域
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◆この資料は審査会⽤に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので、取扱いにご注意願います。
◆この資料は「（仮称）旧上瀬⾕通信施設 公園整備事業 修正届出書添付資料（環境影響評価⽅法書との⽐較）」の内容を
抜粋したものです。

⽅法書対象地域

区町丁名 周知地域
瀬⾕区瀬⾕町 全域
瀬⾕区中屋敷
２〜3丁⽬ 全域

瀬⾕区相沢
5〜７丁⽬ 全域

旭区上川井町 ⼀部地域
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凡例
対象事業実施区域
⼟地区画整理事業実施
都県界
市界
区界
敷地境界から約200m
⽅法書対象地域

修正届添付資料p.6-5

ご清聴ありがとうございました
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